
2022 年 6 月 10 日に、沖縄県里親委託解除事案の調査委員会委員長として中間報告を公表
しました。記者会見の様子が各種メディアに取り上げられています。（下記URL 参照） 
 
  
里親問題 調査委「子どもの意志が抜け落ち」と指摘 
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「子の声聞かず」里親委託解除めぐり調査委が中間報告 沖縄県の問題指摘 
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中間報告を発表する、里親委託解除
に関する調査委員会の鈴木秀洋委員
長（左）＝10日、那覇市の県庁（大
城直也撮影）

児相の対応「福祉の放棄」「傷付きを感じる心足りず」　
里親委託解除で調査委が中間報告
2022年6月11日 11:17
里親  里親委託  里親委託解除

　50代夫妻が養育していた児童の委託解除をめぐる問題点を
検証する調査委員会は、里親制度に関する県福祉行政の課題
を浮き彫りにした。10日に会見した同委員会の鈴木秀洋委員
長は、児童相談所の法的知識の軽視や、弁護士を前面に出し
た進め方は「福祉対応の放棄」とした。委託解除に至る過程
を検証できなかったのは、県側に組織として「傷付きを感じ
る心」が足りず、結果的に児童や関係者にとって「なくて良
かった経験」をさせたと指摘した。

　今回の事案を踏まえてよりよい里親制度にするため、県の
児童相談所には他分野の専門的知見を取り入れる環境整備や、子どもだけでなく里親の声を聞き、
権利を擁護する「里親支援制度」の導入を提言した。

　調査委員会の中間報告では、児相の職務に向かう姿勢に敬意を表した上で、今事案では児相内部
で多様な意見を基にした議論がなされず、本庁との連携が機能しなかった点を挙げ「組織的責任は
多い」との見方を示した。

　今事案で、児相は元里親が児童に実親の存在を知らせる真実告知をしなかった点を問題視してい
た。しかし鈴木委員長は、児相が里親に真実告知の法的義務があると誤解したことで、元里親の適
格性に問題があるというストーリーをつくり上げたとしている。こうした対立構造の中で児相に配
置された弁護士により、元里親に対して委託解除後に児童を引き渡さなければ誘拐罪が適用される
との書面を交付した。児相が弁護士配置制度をうまく活用できなかったと指摘している。

　報告書では経過記録の正確性に疑問があると指摘している。鈴木委員長は多忙な業務の中、完璧
な経過記録を作成することが難しいことに理解を示しつつも、里親委託解除前に、県社会福祉審議
会の審査部会に資料を全て提出していれば「判断は違ったのではないか」との考えを示した。さら
に、1月4日に元里親から児童を引き離す対応に至るまで「引き返すポイントはいっぱいあった」
と強調した。

（嘉陽拓也）
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 琉球朝日放送　報道制作局   2022年6月11日

2022年1⽉、⾥親委託を児童相談所が解除したことをめぐり、4⽉に県が設置した調査委員会
は6⽉10⽇に中間報告を発表しました。委員会では「⼦どもの意思が抜け落ちていた」などと問
題点を指摘しました。

⾥親委託解除に関する調査委員会・鈴⽊秀洋委員⻑「（児童相談所や県は）実親さん対
応、⾥親さん対応をどうするのかというところで、⼦どもがどうなのかというところが視点的
に不⾜していると考えています」

調査委員会は2022年1⽉に⾥親委託を児童相談所が解除したことをうけ、今回の事案の対象と
なった⼦どもの⽀援策や⾥親と児童相談所との対⽴の解消などを⽬的に、4⽉に設置されまし
た。

メンバーは教育や医療、法律の専⾨家で構成されていて、⼦どもの最善の利益や権利を守
る観点から調査が⾏われています。

10⽇に⾏われた中間報告で鈴⽊委員⻑は「弁護⼠を全⾯に出した紛争対⽴が繰り返し⾏われ
ていて、福祉的な視点がなく、⼦どもの気持ちが抜け落ちている」などと問題点を指摘しまし
た。

里親問題 調査委「子どもの意志が抜け落ち」と指摘

委員会では6⽉末に⽟城知事に調査結果を報告する予定だということです。

https://www.qab.co.jp/news/author/admin
https://www.qab.co.jp/news/20220611152137.html
https://www.qab.co.jp/#twitter
https://www.qab.co.jp/#facebook
https://www.qab.co.jp/#hatena
https://www.qab.co.jp/#line


20220611 琉球朝日放送「里親問題 調査委「子どもの意志が抜け落ち」と指摘」 
QAB NEWS Headline ニュース動画画像 
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里親委託解除に関する調

査委員会の中間報告発表

後、記者の質問に答える

鈴木秀洋委員長＝�日、
県庁（大城直也撮影）

定
例
会
見
を
開
く
玉
城
デ

ニ
ー
知
事
＝
�
日
、
県
庁

にち づけ え ん し た

　�日付りゅうＰＯＮ！は「縁の下さ
へい わ き ねん し りょうか ん せつ めい

ん」。ひめゆり平和祈念資料館の説明
いん なか だ あき こ しょう かい しゃ しん

員、仲田晃子さんを紹介します。写真
おき なわ お しん き かく

で沖縄のものづくりを追う新企画「う
しょく にんだましい は じ

ちなー職人魂」も始まります！

　
◇
叙
位
叙
勲
　
従
五
位
瑞
宝
小
綬
章

　
元
県
立
八
重
山
高
校
長
宮
良
行
雄
氏

（�
）＝
浦
添
市
仲
間
１
の
�
の
５
（
５

月
�
日
死
去
）

　
県
は
�
日
、
�
歳
未
満
か

ら
�
歳
以
上
の
１
４
４
０
人

が
新
た
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
と
発
表
し

た
。
直
近
１
週
間
の
前
週
比

は
１
・
�
倍
。
死
亡
が
４
例

報
告
さ
れ
、
全
て
�
～
�
代

の
高
齢
者
だ
っ
た
。

　
県
全
体
の
コ
ロ
ナ
専
用
の

病
床
使
用
率
は
�
・
２
％
、

重
症
者
用
病
床
使
用
率
は
�

％
と
な
っ
て
い
る
。
圏
域
別

の
病
床
使
用
率
は
沖
縄
本
島

が
�
・
７
％
、
宮
古
が
７
・

６
％
、
八
重
山
が
２
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
推
定
感
染
経
路
別
で
は
家

庭
内
が
４
９
３
人
と
最
多

で
、
友
人
・
知
人
が
１
１
０

人
、
職
場
内
が
�
人
、
施
設

内
が
�
人
、
飲
食
が
�
人
、

そ
の
他
が
９
人
、
調
査
中
は

７
０
９
人
だ
っ
た
。
年
代
別

で
は
�
歳
未
満
が
２
６
３

人
、
�
代
が
２
３
０
人
、
�

代
が
２
４
５
人
、
�
代
が
２

０
７
人
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

　
新
た
に
那
覇
市
内
の
社
会

福
祉
施
設
で
�
人
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
１
例
確
認
さ
れ
た
。

米
軍
関
係
者
の
感
染
は
�
人

だ
っ
た
。
県
の
宮
里
義
久
感

染
対
策
統
括
監
は
「
高
齢
者

や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
に
う

つ
さ
な
い
よ
う
な
、
基
本
的

な
感
染
対
策
を
県
民
の
皆
さ

ん
に
心
が
け
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

（
中
村
優
希
）

　
【
宜
野
湾
】
宜
野
湾
市
が

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
敷
地

内
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る
こ
と

が
８
日
ま
で
に
分
か
っ
た
。

市
議
会
６
月
定
例
会
の
補
正

予
算
に
３
２
８
２
万
円
を
計

上
し
て
お
り
、
承
認
さ
れ
れ

ば
、
年
内
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
る
。
設
置
場
所
は

米
軍
の
裁
量
に
よ
り
市
が
長

年
利
用
し
て
い
る
通
称
「
市

民
広
場
」
で
、
市
に
よ
る

と
、
す
で
に
米
軍
か
ら
了
承

を
得
て
い
る
。

　
ス
ケ
ボ
ー
場
の
設
置
は
、

市
内
の
中
学
校
や
市
議
会
で

の
要
請
を
受
け
た
も
の
。
市

が
整
備
し
た
ス
ケ
ボ
ー
場
は

現
在
、
い
こ
い
の
市
民
パ
ー

ク
１
カ
所
の
み
で
、
充
実
し

た
環
境
整
備
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い
た
。

　
規
模
な
ど
は
未
定
で
、
議

会
で
の
承
認
を
受
け
次
第
、

具
体
的
に
進
め
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
宜
野
湾
海
浜

公
園
の
整
備
に
伴
い
、
同
施

設
内
に
も
２
０
２
４
年
以
降

に
ス
ケ
ボ
ー
場
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。（新
垣
若
菜
）

　
【
金
武
】
金
武
町
が
実
施

し
て
い
る
水
質
検
査
で
、
同

町
屋
嘉
か
ら
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
が
初
め

て
検
出
さ
れ
た
。
同
町
は
９

日
ま
で
に
水
質
検
査
状
況
を

発
表
し
た
。
約
３
年
ぶ
り
に

検
査
し
た
屋
嘉
ダ
ム
か
ら
１

㍑
当
た
り
６
㌨
㌘
、
米
軍
キ

ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
を
通
る

屋
嘉
地
区
の
河
川
か
ら
４
㌨

㌘
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
検
出
し

た
。
屋
嘉
で
の
検
出
は
初
め

て
。
こ
れ
ら
の
水
源
を
利
用

す
る
屋
嘉
浄
水
場
の
水
道
水

は
１
㌨
㌘
未
満
だ
っ
た
。
国

の
暫
定
指
針
値
（
目
標
値
）

は
�
㌨
㌘
で
、
町
は
「
水
道

水
や
飲
料
水
の
水
質
に
影
響

を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
」

と
し
て
い
る
。

　
採
水
日
は
５
月
�
日
。
町

内
の
水
道
水
か
ら
は
ほ
か
に

金
武
浄
水
場
で
８
㌨
㌘
、
並

里
浄
水
場
�
㌨
㌘
、
並
里
・

中
川
浄
水
場
�
㌨
㌘
、
そ
れ

ぞ
れ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ

た
。
並
里
浄
水
場
は
複
数
の

水
源
か
ら
地
下
水
を
取
水
し

て
お
り
、
う
ち
１
カ
所
で
１

２
０
㌨
㌘
が
検
出
さ
れ
た
。

同
町
は
６
月
９
日
、
こ
の
１

カ
所
か
ら
の
取
水
を
停
止
し

た
。
町
内
の
水
道
水
は
複
数

の
地
下
水
な
ど
を
浄
水
し
た

の
ち
企
業
局
水
を
混
ぜ
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が

低
減
さ
れ
て
い
る
。

　
地
下
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
出

は
原
因
が
特
定
で
き
ず
、
米

軍
施
設
に
由
来
す
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
な
ど

は
米
軍
基
地
内
へ
の
立
ち
入

り
を
求
め
て
い
る
。
各
月
の

数
値
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
。

（
増
田
健
太
）

　自民党千葉県連の男性職員が党費約２
８００万円を着服した疑いがあり、県連

が調査を進めていることが�日、関係者
への取材で分かった。
　関係者によると、職員は過去数年にわ
たり県内の党員から集めた党費の管理を
担当していた。県連の聞き取りに着服を

認め、ローンの返済や百貨店での買い物
に使ったという趣旨の話をしている。県
連は刑事告訴も視野に、私的流用の詳細
について調査を進めている。
　

　宮崎県延岡市で３月、酒に酔った状態
で夜間に小学校に侵入した延岡署の�代

男性巡査について、県警が４月�日付で
巡査を所属長訓戒処分としたことが�
日、捜査関係者への取材などで分かった。
刑事処分や懲戒処分は受けなかった。
　捜査関係者などによると、巡査は同僚

の警部補ら�人ほどと、３月�日夜から
�日未明にかけ、延岡市内の飲食店３軒
で会食。その後、小学校の敷地内で寝て
いる巡査を学校関係者が発見し、１１０番
した。

　
里
親
委
託
解
除
事
案
に
関

す
る
調
査
委
員
会
の
中
間
報

告
を
巡
り
、
玉
城
デ
ニ
ー
知

事
は
�
日
の
定
例
記
者
会
見

で
、
「
子
ど
も
や
里
親
の
声

を
聞
く
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
観

点
を
重
視
す
る
仕
組
み
や
、

制
度
の
導
入
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
は
擁
護
、

支
持
を
意
味
し
、
最
近
は
子

ど
も
の
意
見
を
聞
き
、
権
利

を
擁
護
す
る
「
子
ど
も
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
」
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
る
。
今
回
の
里
親
委

託
解
除
の
問
題
を
受
け
、
県

内
の
里
親
有
志
が
９
日
に
玉

城
知
事
に
提
出
し
た
要
請
文

で
も
、
「
子
ど
も
の
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
を
保
障
す
る
場
が
な

い
」
と
指
摘
。
包
括
的
に
機

能
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と

求
め
て
い
た
。

　
玉
城
知
事
は
、
児
童
が
実

親
と
対
面
で
面
会
し
た
こ
と

や
、
元
里
親
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
交
流
し
た
こ
と
も
明
ら
か

に
し
「
児
童
の
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
支
え
る
新
た
な
体

制
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
強

調
。
児
相
職
員
に
対
し
て
は

「
日
夜
、
懸
命
に
努
力
を
続

け
て
い
る
。
現
場
で
の
業
務

が
多
忙
で
、
困
難
な
事
例
が

あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も

理
解
し
、
支
え
て
い
く
体
制

を
取
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

（
前
森
智
香
子
）

　
第
�
軍
司
令
部
壕
の
保
存

・
公
開
を
求
め
る
会
の
垣
花

豊
順
副
会
長
ら
は
８
日
、
県

女
性
力
・
平
和
推
進
課
を
訪

ね
、
県
が
公
募
中
の
第
�
軍

司
令
部
壕
詳
細
調
査
委
託
業

務
に
係
る
企
画
提
案
に
関

し
、
考
古
学
専
門
家
の
参
加

な
ど
を
求
め
る
要
請
書
を
手

渡
し
た
＝
写
真
。

　
同
会
は
、
第
�
軍
司
令
部

壕
が
�
年
前
の
状
態
が
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
た
貴
重
な
戦
争

遺
跡
だ
と
強
調
し
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
損
な
わ
な

い
た
め
に
考
古
学
専
門
家
の

参
加
を
求
め
た
。
ま
た
、
１

９
９
７
年
に
第
�
軍
司
令
部

壕
保
存
・
公
開
基
本
計
画
検

討
委
員
が
作
成
し
た
基
本
計

画
を
精
査
し
、
内
容
や
調
査

済
み
事
項
を
踏
ま
え
て
効
率

的
に
調
査
す
る
こ
と
も
要
請

し
た
。

　
米
軍
普
天
間
飛
行
場
か
ら

人
体
に
有
害
と
さ
れ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）
汚
染
水
が
流
出
し
た
恐

れ
が
あ
る
件
で
、
宜
野
湾
ち

ゅ
ら
水
会
（
宮
城
優
代
表
）

は
�
日
、
宜
野
湾
市
立
の
普

天
間
第
二
、
は
ご
ろ
も
の
両

小
学
校
の
土
壌
を
調
査
す
る

よ
う
県
環
境
部
環
境
保
全
課

に
求
め
た
＝
写
真
。

　
同
会
に
よ
る
と
第
二
小
で

は
、
飛
行
場
か
ら
流
出
し
た

水
が
運
動
場
に
流
入
し
て
い

た
こ
と
を
市
が
認
め
て
い
る

と
い
う
。
は
ご
ろ
も
小
で

は
、
第
二
小
の
施
設
工
事
で

出
た
残
土
が
搬
入
さ
れ
た
と

い
う
。

　
要
請
に
は
第
二
小
児
童
の

よ
し

の

保
護
者
、
具
志
堅
美
乃
さ
ん

（�
）と
与
那
城
千
恵
美
さ
ん

（�
）も
同
席
し
た
。

　
２
人
は
第
二
小
の
卒
業
生

で
、
低
学
年
の
時
に
飛
行
場

か
ら
延
び
る
学
校
近
く
の
水

路
に
泡
が
流
れ
て
い
る
の
を

何
度
も
見
た
と
い
う
。

　
要
請
に
対
応
し
た
環
境
保

あ
き
ら

全
課
の
渡
口
輝
課
長
は
、
県

は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
土
壌
基
準

値
、
測
定
方
法
を
定
め
る
よ

う
求
め
て
い
る
が
、
国
が
定

め
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
。

現
段
階
で
調
査
し
て
も
測
定

方
法
が
正
し
い
の
か
、
測
定

値
が
安
全
な
の
か
評
価
で
き

な
い
こ
と
を
理
由
に
「
調
査

は
で
き
な
い
」
と
答
え
た
。

（安
里
周
悟
）

　
里
親
委
託
解
除
に
関
す
る

調
査
委
員
会
は
、
児
童
相
談

所
の
機
能
不
全
を
指
摘
し
た

一
方
、
里
親
制
度
を
改
善
し

て
い
く
た
め
、
子
ど
も
の
気

持
ち
だ
け
で
な
く
、
里
親
の

声
も
聞
い
て
そ
の
権
利
を
尊

重
す
る
「
里
親
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
」
の
導
入
な
ど
、
六
つ
の

改
善
策
を
提
言
し
た
。

　
提
言
で
は
、
子
ど
も
の
気

持
ち
を
「
聞
き
置
く
の
で
は

な
く
聞
い
て
動
く
（
諦
め
さ

せ
な
い
）
」
と
い
う
原
点
を

維
持
し
、
本
庁
や
児
童
相
談

所
の
職
員
が
多
様
な
専
門
的

知
見
を
取
り
入
れ
る
必
要
性

を
説
い
た
。
そ
の
た
め
に
医

療
や
保
健
、
福
祉
、
法
律
の

見
立
て
を
取
り
入
れ
る
環
境

を
整
備
し
、
個
人
だ
け
に
任

せ
ず
に
組
織
全
体
で
支
え
る

体
制
の
構
築
を
掲
げ
た
。

　
里
親
里
子
に
関
す
る
経
過

記
録
に
つ
い
て
も
、
事
実
の

記
載
だ
け
で
な
く
多
様
な
意

見
や
分
析
を
記
す
こ
と
で
客

観
的
に
議
論
で
き
る
た
め
、

調
査
委
の
鈴
木
秀
洋
委
員
長

は
「
全
国
的
に
も
あ
ま
り
論

点
に
な
っ
て
な
い
が
非
常
に

重
要
な
視
点
」
と
指
摘
し

た
。

　
里
親
と
実
親
の
関
係
性
に

つ
い
て
は
、
他
県
で
は
児
相

が
間
に
入
っ
て
双
方
が
子
ど

も
を
支
え
る
事
例
が
あ
る
た

め
、
「
沖
縄
も
目
指
し
て
は

ど
う
か
」
と
提
案
。
児
相
と

里
親
の
関
係
を
「
協
働
伴
走

型
」
に
す
る
た
め
、
里
親
の

不
満
や
不
安
の
声
を
聞
く
広

聴
制
度
の
創
設
や
、
里
親
の

声
を
聞
い
て
権
利
を
守
る

「
里
親
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
」
の

導
入
も
掲
げ
た
。

（
嘉
陽
拓
也
）

　
■
一
橋
大
入
試
流
出
「
全
科

目
、
動
画
で
受
信
」
　
一
橋
大
の

留
学
生
対
象
の
入
試
問
題
が
流
出

し
た
事
件
で
、
数
学
の
試
験
問
題

の
画
像
送
信
を
中
継
し
た
と
し
て

偽
計
業
務
妨
害
容
疑
で
逮
捕
さ
れ

た
中
国
人
の
大
学
院
生
李
歳
寒
容

疑
者
（�
）が
「
全
科
目
の
問
題
が

動
画
で
送
ら
れ
て
き
た
」
と
供
述

し
て
い
る
こ
と
が
�
日
、
捜
査
関

係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

　
警
視
庁
は
、
受
験
し
た
王
嘉
璐

容
疑
者
（�
）＝
同
容
疑
で
逮
捕
＝

が
不
正
を
周
囲
に
悟
ら
れ
な
い
よ

う
、
写
真
撮
影
よ
り
操
作
回
数
が

少
な
い
動
画
を
選
ん
だ
と
み
て
調

べ
て
い
る
。
同
日
、
両
容
疑
者
を

送
検
し
た
。

　
有
害
化
学
物
質
を
国
際
的

に
規
制
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
条
約
の
締
約
国
会
議
は
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
中
の
会

合
で
９
日
、
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の
一
種

Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
の
使
用
を
禁
止

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
自

然
環
境
中
で
極
め
て
分
解
さ

れ
に
く
く
生
物
へ
の
高
い
蓄

積
性
が
あ
り
、
各
国
は
厳
し

い
規
制
が
必
要
と
判
断
し

た
。
製
造
や
輸
出
入
も
禁
止

と
な
り
、
約
１
年
後
か
ら
適

用
さ
れ
る
見
込
み
。

　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
日

本
を
含
む
各
地
で
環
境
汚
染

が
問
題
化
し
、
人
の
体
内
か

ら
も
検
出
さ
れ
る
。

　
２
０
２
０
年
度
の
環
境
省

の
調
査
で
は
、
全
国
�
カ
所

の
河
川
や
沿
岸
な
ど
の
う
ち

�
カ
所
で
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
を
検

出
。
鳥
類
の
カ
ワ
ウ
や
そ
の

卵
で
も
蓄
積
が
確
認
さ
れ

た
。
沖
縄
県
の
調
査
に
よ
る

と
、
普
天
間
飛
行
場
や
嘉
手

納
基
地
な
ど
米
軍
基
地
周
辺

の
川
な
ど
で
検
出
さ
れ
て
い

る
。

　
調
査
委
員
会
の
挙
げ
た
問
題
点

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
児
童
相
談

所
は
、
里
親
が
自
分
た
ち
の
言
う

こ
と
を
聞
か
ず
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

効
か
な
い
の
で
、
措
置
解
除
に
踏

み
切
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
構
造
に
見

え
る
。
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
に
な
っ
て

い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
優
先
さ

れ
る
べ
き
子
ど
も
の
福
祉
が
二
の

次
、
三
の
次
に
さ
れ
た
。

　
里
親
と
は
血
縁
関
係
が
な
い
と

事
実
を
伝
え
る
こ
と
は
大
変
な
作

業
に
な
る
。
児
相
の

幹
部
級
職
員
が
、
里

親
に
告
知
の
法
的
義

務
が
あ
る
と
考
え
て

い
た
こ
と
は
大
き
な

問
題
だ
。
そ
う
書
か
れ
た
法
律
は

な
く
「
知
ら
な
か
っ
た
」
「
誤
解

し
て
い
た
」
で
は
済
ま
な
い
。

　
特
に
、
幼
い
頃
か
ら
里
親
委
託

さ
れ
、
自
分
を
里
親
の
子
ど
も
だ

と
思
っ
て
い
る
子
に
事
実
を
伝
え

る
影
響
が
ど
れ
だ
け
大
き
い
か

を
、
児
相
側
は
理
解
し
て
い
な

い
。
強
い
憤
り
を
覚
え
る
。
児
相

が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
責
任
を

持
つ
べ
き
で
、
里
親
と
協
働
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。

　
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
た

め
、
今
回
の
調
査
委
員
会
の
指
摘

し
ん

し

を
き
ち
ん
と
真
摯
に
受
け
止
め
ら

れ
る
か
。
児
相
や
本
庁
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
に
関
わ
る
関
係
機
関

を
含
め
、
対
応
が
問
わ
れ
て
い

る
。

　

（
臨
床
心
理
学
）
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